
広島県で高病原性鳥インフルエンザ
（国内１７例目）の疑似患畜を確認！

令和２年１２月７日

【農場概要】 所 在 地： 広島県三原市
飼養状況： 採卵鶏 （約８．１万羽）

疫学関連農場（採卵鶏 :約５．３万羽）

【経 緯】
１２月 ６日 死亡鶏増加の通報を受け、移動自粛の要請と立入検査を実施

簡易検査において、「陽性」と判明

１２月 ７日 遺伝子検査で高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5亜型）と判明
高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることを確認
また、当該農場と疫学関連が確認された三原市内１農場についても、
防疫指針に基づき、疑似患畜であることを確認。

1日の死亡率が前21日平均の2倍以上

家畜保健衛生所にご連絡ください
（その他、下記のような場合もご連絡ください）

・5羽以上の鶏がまとまってうずくまっている、死んでいる
・脚部の皮下出血、肉垂の出血・壊死、突然の沈うつといった症状が見られる

家 畜 衛 生 情 報

中濃家畜保健衛生所（高病原性鳥インフルエンザ相談窓口）
TEL ０５７４－２５－３１１１ FAX ０５７４－２７－３０９２

閉庁時は案内に従い「１」番をプッシュしてください
つながらない場合は ０５７４－２５－３４８４へ。 土日・祝日、閉庁時も通報を受け付け
ています。

いつもと様子が違う時は、早期の通報をお願いします

野鳥や環境材料（水）からウイルスが検出されています。
国内各地の養鶏場で発生が多発しています。
そのためにも、飼養衛生管理基準のチェックで不備で
あった事項は早急に改善をお願いします。

岐阜県告示による消石灰の散布期日は12月９日です。
散布前の養鶏場は早めの散布をお願いします。


